







































































































































求めず､心理的効果 としてのカタルシスを必要 とはしないのである｡ベルグソンは 『笑い』
の中で､｢喜劇の人物は概 して彼 らが自ら己を知らずにいる程度に正比例 して滑稽であるとい
うことを指摘するだけで十分だ｡滑稽人物は無意識である｡あたかもギゲスの指環を逆に使
ったかのように､彼はみんなに自分を見えるようにして､自分には自分を見えなくするので
ある｡｣ 13と定義するが､人物は変化 してい く状況の中で自分の道化的役割を無意識に演じ､
笑われる存在 としての役割を果たすのである｡シェイクスピアやモリエールの作品に登場す
る喜劇的人物はこの範噂に属すると言えるだろう｡























試金石 となるのは､芝居が劇 としてうまくいくかどうかという一時である｡｣ 14 と言っている｡
ブレヒトの異化効果はジャンルの枠からはみ出した突然の衝撃や予想もつかぬ情調の再調整
が生み出す緊張 と解放の ドラマであり､ベケットは笑劇的人物の演じる現代人の悲劇でもあ



























ている｡ 17クリスティの属性の一部を取 り上げてそこに光を強 く当てると､別の面が労ってし













出す動機になったことを認識 している｡彼が変わるきっかけは､ Ⅰ̀kiledmypoorfather… .'
(CWⅣ73) という苦し紛れの告白が村人の ｢想像力｣を刺激したことにある｡言葉が虚構を
生み､その虚構を繋ぎとめるための新たな言葉を生み出し､虚構の世界のいわば虚像 ともい

































































ちの ｢罪名探 し｣がありふれた犯罪から重大な犯罪へとエスカレー トしていくプロセスは彼






ぶれの ｢父親殺 し｣告白の瞬間である｡ 一瞬の沈黙｡親族殺人 という恐るべき犯罪を犯 した
凶暴な人間と眼前の薄汚れた､見るからにひ弱そうな若者 とのコントラスは ｢意外性｣､すな

























出したことで､彼は自分の ｢語 り｣の力に気づき､それに頼ろうとするのである｡彼の ｢言
葉｣は父親殺 しの描写で Ìjustriztheloyandletfaltheedgeofitontheridgeofhisskul'































































































｢非日常｣の世界の虚像 と一体化 した自信はぺギーンへの愛を語る ｢言葉｣に明確に表れ
























像力が創 りあげた非日常的 ｢虚像｣ と日常的 ｢実像｣とのコントラス トが大きければそれだ
け精神的高揚 と落胆､幻滅の度合いも大きい｡ぺギーンは ｢言葉だけの芝居｣を演じていた
だけのクリスティに幻滅 し､その ｢言葉｣を頭から信 じ込んだ自分の愚かさへの怒 りをクリ




















































也ewestemworld.' (CW ⅠV173)彼女の悲しみは､村における p̀layboy'の存在の意味の大き
さを認識 しているところから来る｡ 日常の喜びのない生活はたとえ実体のない ｢言葉｣だけ
であろうとも､｢想像力｣を引き出し､精神を高揚させる ｢非日常｣的な喜びに変わりうるの
だ｡事実､クリスティの ｢言葉｣によって甘美な夢を味わったぺギーンはクリスティを拒否
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｢父親殺 しの犯罪者が島に住む親類に匿われ､アメリカへ逃亡 した｣逸話を書き残 している｡
(J.M.Synge,ColectedlVorksvol.I,op.°it.,p.95.)Yeatsもこの逸話を島民から直接聞いたこと
を､AutobiogylaPhiesに記している｡(W.B.Yeats,AutobiogylaPhies,1955rpt'.,I,ondon:Macmilan,
1977,p.569.)類似の事件 としては､ナショナリス ト,JamesLynchehaunのアメリカ逃亡事件
がある｡(Cf.CLI.p.333.)
